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あなたのくらしの中で役立っています

ダイカスト事業
リョービは世界トップクラスのダイカ
ストメーカー。シリンダーブロックや
トランスミッションケースなどの自
動車部品をはじめ、さまざまな産業
分野にダイカスト製品を提供してい
ます。

住建機器事業
この事業はパワーツールと建築用品
で構成しています。

印刷機器事業
カタログ、ポスター、雑誌や美術書
など、美しい印刷物をスピーディーに
仕上げる高精度、多機能のオフセット 
印刷機。リョービはデータ入稿から 
印刷、製本まで、ハード・ソフト両面から
印刷をトータルに支えています。 B1サイズ高速オフセット多色印刷機「RYOBI 1050シリーズ」

本格的な住まいづくりからホビーまで、

世界中のプロ ･アマチュアに愛用されて

いるリョービの電動工具。 美しい庭づく

りのための園芸用機器など、リョービ

は多彩なパワーツールで、「創造する 

よろこび」 をお手伝いしています。

パワーツール

ドアを静かに確実に閉めるドアクロー

ザ。ホテルなどの室温を快適に調節す

る空調制御システム。リョービは安全

で快適な住まいやオフィスを実現する

建築用品を提供しています。

建築用品

ダイカスト製品

■主なダイカスト製品
・シリンダーブロック、トランス
　ミッションケース、車体フレーム
　などの自動車・二輪車用部品

■主な商品
・高速オフセット多色印刷機
・印刷周辺機器
・デジタルフォント

■主な商品
・ドリル、丸のこ、グラインダなどの
　電動工具
・芝刈機、刈払機などの園芸用機器
・高圧洗浄機、クリーナ

■主な商品
・ドアクローザ
・引戸クローザ
・ヒンジ
・空調制御システム

ドアクロ−ザ「GEOPRO GD-4V」

高圧洗浄機「AJP-1410A」
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株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申

しあげます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。

第99期 (201 1年3月期) 中間報告書をお届けするにあたり、 

ごあいさつ申しあげます。

リョービグループは「技術と信頼と挑戦で、健全で活力にみちた

企業を築く。」を企業理念としております。お客様や社会のニーズ

に応え、独創的で高品質な商品やサービスを創造し、提供すること

により、かけがえのない存在になることをめざしております。また、

ダイカストと完成商品をあわせもつ企業として成長・発展し続ける

ために、競争力の強化、収益力の向上に努めております。

リョービグループは企業理念を実践することで環境保全、社会 

貢献活動、コンプライアンスなどさまざまなCSR活動を行って 

おります。こうした活動を強化し、CSR経営の充実に努めてまいり

ます。

当社は収益力の向上、企業体質の強化をはかりながら、業績に

応じた配当を継続することを基本にしております。当期の配当に 

つきましては、1株当たりの年間配当金6円を予定しておりますが、 

中間配当は行わず、期末配当としてまとめて行う予定です。

株主の皆様には引き続きご理解とご支援を賜りますとともに、 

今後とも末永くご愛顧をいただきますようお願い申しあげます。

2010年11月

ごあいさつ

技術と信頼と挑戦で、 健全で活力にみちた企業を築く。

代表取締役会長 代表取締役社長
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第2四半期累計 通期

科　目 2008/9 2009/9 2010/9 2009/3 2010/3 2011/3(予想)

売上高 （百万円） 103,941 56,092 80,340 176,340 125,940 154,000

営業利益 （百万円） 4,080 △    3,313 4,543 1,804 △       925 7,500

経常利益 （百万円） 4, 1 1 0  △    3, 5 1 1  4, 170 1,570 △     1,312 6,900

当期純利益 （百万円） 2,325 △    2,862 2,630 160 △     1,601 4,400

1 株当たり当期純利益 （円） 13.94 △     17.70 16.26 0.97 △      9.90 27.20

総資産 （百万円） 194,142 171,417 174,994 167,198 173,916 ―

純資産 （百万円） 76,809 66,776 69,498 68,006 67,995 ―

1 株当たり純資産 （円） 455.05 407.66 423.81 415.25 414.86 ―

■ 営業利益
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第2四半期連結決算の要点解説

△は損失

業績推移
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■ 売上高・利益の状況

　当第2四半期累計期間（2010年4月1日から同年 
9月30日まで）のわが国経済は、エコカー購入補助金
やエコポイント制度などの景気対策効果や中国など新
興国の経済成長に伴い輸出や生産が増加したことな
どから、8月中旬までは比較的堅調に推移しました。
しかし、その後の急激な円高･株安、エコカー購入補
助金の終了などによる政策効果の減衰、需要不足に
よるデフレ圧力、世界経済の減速懸念などから景気は
足踏み状態となり、先行きの不透明感が一気に強まり
ました。
　このような情勢のもとで、当社グループは積極的な

販売活動とユーザーニーズをとらえた新商品の開発を
進めるとともに、原価低減や経費削減、業務の効率化
など諸施策を実行しました。
　その結果、当第2四半期累計期間の業績は、世界
的な景気後退の影響が続いた前年同期に比べると、
大幅な増収、増益となりました。売上高は803億40
百万円（前年同期比242億48百万円増加）、営業利
益は45億43百万円（同78億56百万円増加）、経常
利益は41億70百万円（同76億81百万円増加）、四半
期純利益は26億30百万円（同54億92百万円増加）
でした。

■ 資産・負債等の状況

　当第2四半期会計期間末の総資産は、前期末に比
べ10億78百万円増加し、1,749億94百万円となりま
した。売上高増加に伴う売上債権増加などにより流動
資産が増加しましたが、減価償却による有形固定資産
の減少や投資有価証券の時価の下落などにより固定
資産が減少しました。
　負債は、支払手形及び買掛金が増加しましたが 
借入金の減少などにより前期末に比べ4億23百万円
減少し、1,054億96百万円となりました。受取手形割

引高及びリース債務を除いた有利子負債残高は前期
末に比べ63億19百万円減少し、549億19百万円とな
りました。
　純資産は、四半期純利益26億30百万円の計上な
どにより前期末に比べ15億2百万円増加し、694億
98百万円となりました。純資産から少数株主持分を
差し引いた自己資本は685億55百万円となり、自己
資本比率は39.2％となりました。

■ 通期の見通し

　通期（2010年4月1日から2011年3月31日まで）
の業績は、前期に比べて大幅な増収、増益となる
見通しです。売上高は1,540億円（前期比280億
59百万円増加）、営業利益は75億円（同84億
25百万円増加）、経常利益は69億円（同82億
12百万円増加）、当期純利益は44億円（同60億 
1百万円増加）を見込んでいます。

　先行きについては、エコカー購入補助金終了の反
動による自動車販売の減少、円高・デフレの進行、雇
用情勢の悪化、世界経済の減速などから輸出や生産
がさらに鈍化することが懸念されます。しかし、厳しい
環境下にあっても、当社グループは売上高の拡大、さ
らなる原価低減や生産性の向上、業務の効率化など
に注力し、業績の向上をはかってまいります。
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DIE CASTINGS
■ 当第2四半期（累計）の業績
　売上高は582億84百万円（前年同期比60.7％増加）、営業利益は39
億31百万円（前年同期比72億43百万円増加）となり、前年同期に比べ
て大幅な増収、増益となりました。
　エコカー購入補助金終了前の駆け込み需要や、中国などの新興国や
北米の自動車市場が堅調に推移したことなどから、日米自動車メーカー
向けを中心に受注量が増加しました。

■ 中国での生産能力を増強
　中国の自動車市場の拡大に伴いダイカストの需要が増大していること
から、事業規模の拡大をはかるため中国においてダイカスト生産能力の
増強を進めます。
　2011年1月に江蘇省常州市に中国におけるダイカスト事業の第2拠点
となる新会社「利優比圧鋳（常州）有限公司」を設立し、2012年4月から
生産を開始する予定です。遼寧省大連市にある利優比圧鋳（大連）有限
公司においても、現在2棟目となる工場を建設しており、来期より本格的
に稼働する予定です。

　当社は、金型の設計・製作から鋳造、加工、組立に至るまでを一貫して
行う世界トップクラスのダイカストメーカーです。
地球環境保護、省資源、省エネルギーは世界的なテーマであり、ダイカス
トはこれらを実現する有効な技術として、今後も成長が期待されます。
　三菱自動車工業株式会社様の「RVR」にも、当社の製品(シリンダーブ
ロック)が採用されています。

ダイカスト事業

今後も期待されるダイカスト

事業の概況
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( 三菱自動車工業株式会社様の 「RVR」 へ搭載 )
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PRINTING EQUIPMENT
■ 当第2四半期（累計）の業績
　売上高は99億57百万円（前年同期比16.2％増加）、営業損失は5億
47百万円（前年同期は7億82百万円の損失）で、前年同期に比べて増収
となり、損失が縮小しました。
　印刷業界の不振、設備投資の抑制、急激な円高の影響などにより印刷
機器市場は依然として低調ですが、国内販売、アジア向けなどの輸出が
増加しました。
　今後もユーザーニーズをとらえた商品開発、品質･機能の向上、グロー
バルな販売･サービス体制の強化をはかるとともに、生産体制の最適化
やコストダウン、生産性の向上に取り組みます。

LED-UV印刷システム搭載の「RYOBI 920シリーズ」
　A1サイズ高速オフセット多色印刷機「RYOBI 920シリーズ」は、消費
電力、刷版、用紙などの印刷資材コストの削減と省スペース化を可能に
するコストパフォーマンスに優れた印刷機です。
LED-UV印刷システムを搭載したモデルは、環境負荷を低減し、お客
様の利益向上に貢献する新しい印刷機として、市場から注目を集めてい 
ます。
　また、このたび反転装置付きモデルをラインアップに加えました。

印刷機器事業

（億円）

0

100

200

300

400

294

180

86
100

181

売上高

（億円）

0

-20

-10

20

10
6

10

-8
-5

-14

営業利益

第2四半期累計 通期

第2四半期累計 通期

2009/3 2010/3 2011/3

2009/3 2010/3 2011/3

12.4%

売上高構成比
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イチオシ商品の紹介
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BUILDERS' HARDWARE
POWER TOOLS

■ 当第2四半期（累計）の業績
　売上高は120億98百万円（前年同期比7.5％増加）、営業利益は11億
59百万円（前年同期比3億77百万円増加）となり、前年同期に比べて増
収、増益となりました。
　国内の住宅着工戸数の低迷や厳しい販売競争が続いていますが、国内
販売、輸出とも増加し、原価低減や経費削減の効果などもあり増益となり
ました。
　今後も商品企画力・販売力の強化、品質・生産性の向上などの取り組
みを一層推進して、競争力の強化と収益力の向上をはかります。

住建機器事業
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電気のこぎり 「ASK-1000」
　刃物を交換することにより、木材･金属･ダンボール･プラスチック･発泡
スチロールなど、いろいろなものが切断できます。枝の剪定や木工作業
だけでなく、粗大ゴミの解体などくらしの中で活用できるとても便利な商
品です。

ドアクローザ 「1000 シリーズ」
　ドアクローザ「1000シリーズ」が
「2010年度 グッドデザイン･ロングライフ
デザイン賞」を受賞しました。シンプルで
さまざまな建物の室内空間を美しく彩り、
完成されたデザインである点が高く評価さ
れました。

電気のこぎり「ASK-1000」

ドアクローザ
「1000 シリーズ」

イチオシ商品の紹介
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トピックス

■ NPO 法人リョービ社会貢献基金の活動

　リョービ社会貢献基金では、リョービグループの拠点がある地域
の社会福祉協議会を通じて、ボランティア団体に活動資金の助成を
行っています。
　今年度は、広島県府中市社会福祉協議会において7団体へ、埼玉
県行田市社会福祉協議会において2団体へ助成金を贈呈しました。

■ 世界四大印刷機材展の一つ 「IPEX2010」 に出展

　2010年5月18日から25日の8日間、イギリスで開催された世界四
大印刷機材展の一つ「IPEX2010」に出展しました。
　当社は、省エネルギーで環境に優しいLED-UV印刷システムを搭
載したA1サイズの5色印刷機「RYOBI 925」をはじめ、コンパクト
設計のB2サイズ5色印刷機「RYOBI 785E」など、合計4モデルの
多色印刷機を出展しました。LED-UV印刷システムはイギリス国内
で初めて披露されたということもあり、大勢のお客様の注目を集めま
した。

■ 「JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2010」 に出展

　2010年8月26日から28日の3日間、千葉県の幕張メッセで
「JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2010」が開催され、8万
人を超える来場者でにぎわいました。
　当社は、販売が好調な高圧洗浄機や充電式クリーナなどの清掃機
器をメインに、電動工具やガーデン機器の主力商品を展示しました。
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環境技術に応えるリョービのダイカスト
特　集

電気自動車 ハイブリッドカー

ハウジングモーター（三菱自動車工業
株式会社様の「アイ･ミーブ」へ搭載）

二輪車用シリンダーブロック

自動車用スーパーチャージャーローター

ハウジングフライホイール（日野自動車株式 
会社様の「日野デュトロハイブリッド」へ搭載）

ダイカストとは？
　アルミニウム、マグネシウム、亜鉛など非鉄金属の合金
を溶かして、精密な金型に高速・高圧で注入し、瞬時に成
形する技術や製品のことをいいます。ダイカストは高い寸
法精度が得られ、薄くて複雑な形状の製品を大量に生産す
ることができます。

　当社は高度な技術力と、金型の設計・製作から鋳造、加
工、組立まで独自の一貫体制により、お客さまのご要望に 
スピーディーにお応えしています。また、さらなる軽量化や
高品質化など、時代のニーズに応えるために新技術・新材
料の開発に取り組んでいます。

リョービのダイカスト

自動車用サブフレーム

自動車用シリンダーブロック

ケース（乗用車用）

環境性能に優れた自動車に貢献
　アルミニウムダイカストは、軽量かつ耐久性に富み、リサイクル性に優れており、
省エネルギー、省資源など環境保全に有効な技術として注目されています。当社
のダイカスト製品は、電気自動車やハイブリッドカーの部品にも採用され、地球環境
にやさしい車づくりのお役に立っています。
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反転装置付き A1 サイズ
高速オフセット多色印刷機 「RYOBI 920P シリーズ」
1 回の紙通しで表面と裏面の両面印刷が行える反転装置を内蔵。
両面印刷の効率化を実現。

防じんスチールカッタ 「SC-520」
100V交流電動工具のクラスで最軽量。電子制御の働きで
切断時の負荷による回転落ちがないため、鉄やステンレス
の切断がスムースに行えます。

集じん機 「VC-125W」
強力な吸引力で汚水も吸える乾
湿両用タイプ。オフィスや店舗の
清掃にも使用できます。

主な新商品

充電式ブロワ 「BBL-140」
農機具の清掃や車内のゴミの吹き飛ばしな
ど、電源が確保できない場所での作業に便利
です。

鋼製レール引戸クローザ 「SL-2HG」
250kgまでの引戸を静かに安全に確実に閉める、耐久性
に優れた大型重量ドア用の引戸クローザです。

充電式ランタン 「BLT-140」
明かりが届かない暗い作業現場など
で、370ルクスの明るさが手元を照ら
します。レジャーにも便利な１台です。
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貸借対照表 （2010 年 9 月 30 日現在）	 （単位：百万円）

第2四半期連結財務諸表

資産の部

科目 当第2四半期末
(2010年9月30日)

前期末
(2010年3 月31 日)

流動資産 91,592 87,047

		  現金及び預金 13,386 15,154

		  受取手形及び売掛金 36,413 31 ,244

		  有価証券 11,659 10,362

		  たな卸資産 26,539 26,505

		  その他 3,625 3,820

		  貸倒引当金 △	 33 △	 40

固定資産 83,402 86,868

　有形固定資産 70,536 73,837

		  建物及び構築物 18,264 19,148

		  機械装置及び運搬具 23,135 24,023

		  土地 21,644 21 ,667

		  建設仮勘定 3,718 5, 101

		  その他 3,774 3,897

　無形固定資産 962 1 ,077

　投資その他の資産 11,903 1 1 ,953

		  投資有価証券 7,624 8,804

		  その他 4,391 3,266

		  貸倒引当金 △	 112 △	 1 17

	 資産合計 174,994 173,916

純資産の部

株主資本 77,504 74,874

		  資本金 18,472 18,472

		  資本剰余金 23,750 23,750

		  利益剰余金 37,637 35,007

		  自己株式 △	 2,355 △	 2,354

評価・換算差額等 △	 8,948 △	 7,766

		  その他有価証券評価差額金 1,532 2,157

		  繰延ヘッジ損益 △	 32 △	  32

		  土地再評価差額金 626 626

		  為替換算調整勘定 △	 1 1 ,074 △	 10,517

少数株主持分 942 887

			   純資産合計 69,498 67,995

			   負債純資産合計 174,994 173,916

負債の部

科目 当第2四半期末
(2010年9月30日)

前期末
(2010年3 月31 日)

流動負債 78,842 78,801

		  支払手形及び買掛金 29,791 25,475

		  短期借入金 23,052 31 ,509

		  １年内返済予定の長期借入金 15,659 1 3,364

		  未払法人税等 714 342

		  賞与引当金 1,358 850

		  その他 8,266 7,258

固定負債 26,653 27,1 18

		  長期借入金 16,208 1 6,364

		  退職給付引当金 6,845 6,988

		  その他 3,599 3,765

			   負債合計 105,496 105,920
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科目
当第2四半期
2010年4月1日から
2010年9月30日まで

前第2四半期
2009年4月1日から
2009年9月30日まで

売上高 80,340 56,092

売上原価 65,607 50,125

		  売上総利益 14,732 5,966

販売費及び一般管理費 10,189 9,280

		  営業利益又は営業損失 ( △ ) 4,543 △	 3,313

営業外収益 713 794

営業外費用 1,085 992

		  支払利息 560 677

		  その他 525 314

		  経常利益又は経常損失 ( △ ) 4,170 △	 3,5 1 1

特別利益 205 12

		  固定資産処分益 186 12

		  その他 18 －

特別損失 327 70

		  固定資産処分損 99 70

		  投資有価証券評価損 198 －

		  その他 29 －

	 税金等調整前四半期純利益 ･ 純損失 ( △ ) 4,048 △	 3,568

法人税等 1,352 △	 690

少数株主利益 ･ 損失 ( △ ) 66 △	 15

	 四半期純利益又は四半期純損失 ( △ ) 2,630 △	 2,862

科目
当第2四半期
2010年4月1日から
2010年9月30日まで

前第2四半期
2009年4月1日から
2009年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,253 8,246

投資活動によるキャッシュ・フロー △	 3,480 △	 4,631

財務活動によるキャッシュ・フロー △	 6, 1 7 1 4,653

現金及び現金同等物に係る換算差額 △	 70 156

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △	 468 8,424

現金及び現金同等物の期首残高 23,319 12,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,851 20,509

損益計算書	 （単位：百万円） キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円）
（2010 年 4 月 1 日から
　2010 年 9 月 30 日まで）

（2010 年 4 月 1 日から
　2010 年 9 月 30 日まで）

有利子負債
当第2四半期末の有利子負債は549億19百万円となり、前期末
に比べ63億19百万円減少しました。それに伴い有利子負債依
存度（総資産に占める有利子負債の割合）は31.4%と前期末に
比べて3.8ポイント低下しています。

売上高
803億40百万円と前年同期に比べ242億48百万円増加しまし
た。
そのうち輸出を含む海外売上高は28.5%を占め、前年同期の
23.7%に比べて4.7ポイント比率が上昇しました。主たる要因は
米国と中国のダイカスト子会社の売上高が増加したためです。

キャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フローは92億53百万円となりまし
た。前年同期に比べ税金等調整前四半期純利益が76億17百万
円増加しましたが、売上高増加に伴う売上債権増加や法人税等
の還付がなくなったことなどにより、10億７百万円の増加となり
ました。

財務諸表　ワンポイント解説
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個人･その他…10,746名
49,769千株／29.07％

外国人…145名
18,889千株／11.03％

金融機関…50名
81,337千株／47.50％

事業会社・その他法人…200名
20,280千株／11.84％

金融商品取引業者…32名
953千株／0.56％
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■ 株式分布状況
＜所有者別＞合計 11,173 名／ 171,230 千株■発行可能株式総数...................................... 500,000 千株

■発行済株式の総数....................................... 171,230 千株
■自己株式保有数.................................................9,469 千株
■株主数.....................................................................1 1 ,1 73 名
■株式の上場.................................................東京証券取引所

■ 大株主

株主名
当社への出資状況

持株数 （千株） 持株比率 (％ )

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社 （信託口）　

16,184 10.02

明治安田生命保険相互会社 9,300 5.75

第一生命保険株式会社 8,067 4.99

日本生命保険相互会社 7,823 4.84

菱工会持株会 6,737 4.1 7

日本マスタートラスト信託
銀行株式会社 （信託口）

6,502 4.02

財団法人浦上奨学会 5,480 3.39

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 5,218 3.23

住友信託銀行株式会社 3,503 2.16

三菱 UFJ 信託銀行株式会社 3,324 2.05

（注）	当社は、 自己株式 9,469 千株を保有しております。

	 なお、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

■ 配当金（1 株当たり）
第 95 期 第 96 期 第 97 期 第 98 期 第 99 期

中間配当金 － 6 円 6 円 － －
期末配当金 12 円 6 円 － － 6円(予想）
年間配当金 12 円 12 円 6 円 － 6円(予想）

■ 株価及び株式売買高の推移

株式の概要
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■ ダイカスト事業
リョービミラサカ株式会社

リョービミツギ株式会社

株式会社東京軽合金製作所

生野株式会社

RYOBI DIE CASTING(USA),INC.

RDCM, S. DE R.L. DE C.V.

RYOBI ALUMINIUM CASTING
(UK), LIMITED

利優比圧鋳（大連）有限公司

■ 印刷機器事業
リョービイマジクス株式会社

■ 住建機器事業
リョービ販売株式会社

リョービパワーツール株式会社

利優比（大連）机器有限公司

役員	

取締役
代表取締役 浦 上　 浩
代表取締役 吉 川　 進
取 締 役 横 山 隆 志
取 締 役 石 井 浩 司
取 締 役 浦 上　 彰
取 締 役 鈴木健二郎
取 締 役 （社外） 大 岡　 哲
取 締 役 （社外） 加 藤 大 朗

監査役
常勤監査役 小 林 照 三
監 査 役 三 船　 強
監 査 役 （社外） 黒 澤　 泉
監 査 役 （社外） 齋 藤 正 樹

執行役員
会 長 浦 上　 浩
社 長 吉 川　 進
常 務 執 行 役 員 横 山 隆 志
執 行 役 員 石 井 浩 司
執 行 役 員 鈴木健二郎
執 行 役 員 伊 東 邦 侑
執 行 役 員 檀 上 和 秋
執 行 役 員 大 澤 章 治
執 行 役 員 堂 本 秀 樹
執 行 役 員 川 口 裕 幸
執 行 役 員 鈴 木　 隆

主なグループ会社

会社の概要
	 社名	 リョービ株式会社
	 英文社名	 RYOBI LIMITED
	 創立年月日	1943年12月16日
	 資本金	 184億7,219万円
	 社員数	 2,1 14名
	 主要商品	 ダイカスト製品
		  印刷機器（オフセット印刷機、印刷周辺機器等）
		  パワーツール（電動工具、園芸用機器等）
		  建築用品（ドアクローザ、ヒンジ、建築金物等）
	 事業拠点
	 本社	 〒726-8628	 広島県府中市目崎町762	 （0847）4 1 -1 1 1 1 	
	 東京支社	 〒1 1 4-85 1 8	 東京都北区豊島5-2-8	 （03）3927-5541
	 虎ノ門オフィス	〒1 05-0003	 東京都港区西新橋1-7-1　
		  虎ノ門セントラルビル	 （03）3927-5541
	 大阪支店	 〒569-1 1 3 5	 大阪府高槻市今城町24-12	 （072）685-1 1 2 4
	 営業所	 札幌・仙台・浜松・名古屋・富山・広島・福岡
	 広島工場	 〒726-8628	 広島県府中市目崎町762	 （0847）4 1 - 1 1 1 1
	 広島東工場	〒726-0002	 広島県府中市鵜飼町800-2	 （0847）40- 1 600
	 静岡工場	 〒4 2 1 -3292	 静岡県静岡市清水区蒲原5215-1	 （054）385-3 1 0 1
	 印刷機器工場	〒726-0023	 広島県府中市栗柄町444-1	 （0847）45-587 1

会社の概要・役員
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リョービホームページでは、ＩＲや商品等の最新情報 
を紹介しています。 ぜひご覧ください。

■ 事 業 年 度 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで

■ 期末配当金受領株主
確 定 日

3 月 31 日

■ 中間配当金受領株主
確 定 日

9 月 30日

■ 定 時 株 主 総 会 毎年６月

■ 株 主 名 簿 管 理 人
特別口座管理機関

三菱 UFJ 信託銀行株式会社

■ 同 連 絡 先 三菱 UFJ 信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒 541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
Tel. 0120-094-777 （通話料無料）

■ 上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

■ 証 券 コ ー ド 5851

■ 公 告 の 方 法 電子公告 「http://www.ryobi-group.co.jp/」

（ご注意）

１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ります

ので、お手続きが必要な際は口座を開設されている証券会社等にお

問合せください。株主名簿管理人（三菱 UFJ 信託銀行）ではお取り

扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、

三菱 UFJ 信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左の連絡

先または全国の三菱 UFJ 信託銀行本支店にお問合せください。

３．未受領の配当金につきましては、三菱 UFJ 信託銀行本支店でお支払

いいたします。

本　　社	 〒 726-8628 広島県府中市目崎町 762
	 Tel. （0847）41-1 1 1 1

東京支社	 〒 1 14-8518 東京都北区豊島 5-2-8
	 Tel. （03）3927-5541

http://www.ryobi-group.co.jp/

この報告書はリョービ書体を使用し、リョービの 
印刷機で印刷しています。
また、大豆インキと再生紙を使用しています。
無断複製・転載等を禁止します。

株主メモ


